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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2015年 7 月16日～2025年 7 月15日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資
対　　象

わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）

株　　式
組入制限 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第14期

（決算日　2022年 7 月15日）
（作成対象期間　2022年 1 月18日～2022年 7 月15日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、わが国の株式の中からハイ

クオリティ企業の株式に投資し、信託財産の
成長をめざしております。当作成期につきま
してもそれに沿った運用を行ないました。こ
こに、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0461020220715◇
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決　　算　　期
基 準 価 額 ＪＰＸ日経インデックス400

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （ベンチマーク） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

10期末（2020年 7 月15日） 8, 704 0 △� 5. 9 9, 640 △� 7. 4 96. 0 ― 4, 450
11期末（2021年 1 月15日） 10, 183 500 22. 7 11, 331 17. 5 96. 7 ― 4, 435
12期末（2021年 7 月15日） 9, 765� 900� 4. 7� 11, 726� 3. 5� 96. 9� ―� 3, 368�
13期末（2022年 1 月17日） 10, 355� 170� 7. 8� 12, 036� 2. 6� 94. 4� ―� 3, 071�
14期末（2022年 7 月15日） 9, 746� 30� △� 5. 6� 11, 450� △� �4. 9� 95. 8� ―� 2, 715�

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）�ＪＰＸ日経インデックス400は、同指数の原データをもとに、当ファンド設定日の前営業日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算

したものです。
（注 3）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

最近5期の運用実績

「ＪＰＸ日経インデックス400」は、株式会社ＪＰＸ総研（以下「ＪＰＸ総研」といいます。）および株式会社日本経済新聞社（以下
「日経」といいます。）によって独自に開発された手法によって算出される著作物であり、ＪＰＸ総研および日経は、「ＪＰＸ日経イ
ンデックス400」自体および「ＪＰＸ日経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有していま
す。ＪＰＸ総研および日経は、「ＪＰＸ日経インデックス400」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延また
は中断に関して、責任を負いません。本商品は、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、ＪＰＸ総研および日経
は、その運用および本商品の取引に関して、一切の責任を負いません。
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■基準価額・騰落率
期　首：10, 355円
期　末： 9, 746円（分配金30円）
騰落率：△5. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の金融引き締め方針による金利上昇やロシアのウクライナ侵
攻による地政学リスクの顕在化などにより、国内株式市況が下落したことを受け、基準価額は下落
しました。くわしくは「投資環境について」および「ベンチマークとの差異について」をご参照く
ださい。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＪＰＸ日経インデックス400です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

8, 500

8, 000

（億円）
50

40

30

20

10

0
期　首

（2022. 1. 17）
期　末

（2022. 7. 15）

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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年　　月　　日
基　 準　 価 　額 ＪＰＸ日経インデックス400 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2022年 1 月17日 10, 355 ― 12, 036 ― 94. 4 ―

2022年 1 月末 9, 720 △� 6. 1 11, 486 △� 4. 6 97. 6 ―
2 月末 9, 566 △� 7. 6 11, 409 △� 5. 2 97. 7 ―
3 月末 10, 028 △� 3. 2 11, 802 △� 1. 9 95. 9 ―
4 月末 9, 860 △� 4. 8 11, 509 △� 4. 4 95. 2 ―
5 月末 9, 983 △� 3. 6 11, 593 △� 3. 7 95. 0 ―
6 月末 9, 742 △� 5. 9 11, 301 △� 6. 1 95. 2 ―

（期末）2022年 7 月15日 9, 776 △� 5. 6 11, 450 △� 4. 9 95. 8 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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投資環境について （2022. 1. 18 ～ 2022. 7. 15）

前作成期末における「今後の運用方針」

流　用

■国内株式市況
国内株式市況は、上値の重い展開となりました。
国内株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の金融引き締め懸念によ
る金利上昇を受け、世界的に株価は下落しました。さらに2022年 2 月下旬からは、ロシアによるウ
クライナ侵攻という地政学リスクの顕在化を受けて株価下落が加速しましたが、ＦＲＢの利上げ決
定で悪材料出尽くし観測が強まったことや為替市場で円安が進行したことなどから、 3月末にかけ
て株価は一時的に反発しました。その後は行動制限措置が解除され、経済活動正常化による内需の
回復が鮮明となる一方、ＦＲＢの利上げペースの加速や景気の先行きに対する懸念などから海外株
式市場が調整した影響を受け、当作成期末にかけて上値の重い展開となりました。

国内企業業績は2022年度も回復が継続すると想定しますが、半導体等の部材不足や原材料価格の高
騰の影響によって、企業別・業種別の業績の格差は拡大する傾向が強まると考えます。新型コロナウ
イルスの治療薬の開発の進展などを踏まえると、ウイルスの感染再拡大の影響が長期化する可能性は
低いとみられますが、一時的にせよ市場心理を悪化させるリスクを考慮すると、当面は上にも下にも
振れやすい相場展開を想定します。
当ファンドの銘柄選定で重視している「ハイクオリティ企業」とは、優れた経営力等により企業価
値を創出し、効率的に収益を稼ぐことで、株価を押し上げる力を有する企業群を想定しており、中長
期的に有効な銘柄選定方法であると考えております。引き続き、アナリストによる定性分析、クオン
ツ・チームによる計量分析を活用し、ＲＯＥ（株主資本利益率）向上や資本コスト低下の取り組みに
よって企業価値を高められるハイクオリティ企業の発掘に努めてまいります。
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当作成期のベンチマークの騰落率は△4. 9％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率
は△5. 6％となりました。
業種配分では、ベンチマークの騰落率を上回った情報・通信業や繊維製品をオーバーウエートとし
ていたことはプラス要因となりましたが、ベンチマークの騰落率を下回った化学や輸送用機器をオー
バーウエートとしていたことやベンチマークの騰落率を上回ったその他製品をアンダーウエートして
いたことはマイナス要因となりました。個別銘柄では、スクウェア・エニックス・ＨＤ、東京海上Ｈ
Ｄ、第一三共などはプラス要因となりましたが、デンソー、イビデン、ＮＴＴデータなどはマイナス
要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

＊ベンチマークはＪＰＸ日経インデックス400です。

（％）

当　期
（2022. 1. 17～2022. 7. 15）

基準価額
ＪＰＸ日経インデックス400

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

0. 0
-1. 0
-2. 0
-3. 0
-4. 0
-5. 0
-6. 0

ベンチマークとの差異について

流　用

当ファンドでは、優れた経営力等により企業価値を創出し、効率的に収益を稼ぐことで、株価を押
し上げる力を有するハイクオリティ企業と考えられる銘柄を中心に投資します。企業調査アナリスト
による定性分析、クオンツ・チームによる計量分析を活用し、現在の投資環境で最適と考えられる
ポートフォリオを構築しました。
株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
業種構成は、不動産業、銀行業、情報・通信業などの比率を引き上げる一方、電気機器、保険業、
金属製品などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績見通しや株価指標などを総合的に勘案し、ダイキン工業、三井不動産、豊田自
動織機などを買付けた一方、旭化成、イビデン、丸井グループなどを売却しました。

ポートフォリオについて （2022. 1. 18 ～ 2022. 7. 15）
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当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年 1 月18日
～2022年 7 月15日

当期分配金（税込み） （円） 30 
対基準価額比率 （％） 0. 31�
当期の収益 （円） 30�
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 492�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 ✓ 37. 73円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 �0. 00　
（ｃ）収益調整金 9. 83　
（ｄ）分配準備積立金 474. 83　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 522. 40　
（ｆ）分配金 30. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 492. 40　
（注）✓を付した該当項目から分配金を計上しています。

分配金について

流　用

7
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国内株式市況は、一進一退の展開を想定します。欧米を中心とした金融引き締め政策や、エネル
ギー価格の高止まりなどから、グローバル経済の減速に対する警戒が強まる状況は継続すると考えま
す。一方で、一部の資源価格はすでにピークアウトしており、株価指標面にも割高感はない水準にあ
り、株価の下値も限定的と考えます。
当ファンドの銘柄選定で重視している「ハイクオリティ企業」とは、優れた経営力等により企業価
値を創出し、効率的に収益を稼ぐことで、株価を押し上げる力を有する企業群を想定しており、中長
期的に有効な銘柄選定方法であると考えております。引き続き、アナリストによる定性分析、クオン
ツ・チームによる計量分析を活用し、ＲＯＥ（株主資本利益率）向上や資本コスト低下の取り組みに
よって企業価値を高められるハイクオリティ企業の発掘に努めてまいります。

今後の運用方針

流　用
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1万口当りの費用の明細

流　用

項　　　目
当　期

（2022. 1. 18～2022. 7. 15） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 �82円� 0. 836％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 750円です。

（投 信 会 社） �（39） （0. 405） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） �（39） （0. 405） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） �（3） （0. 027） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 �20��� 0. 208��
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） �（20） （0. 208）

有価証券取引税 �―� ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 �0��� 0. 003�� その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） �（0） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 �102��� 1. 047��
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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流　用

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 71％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 71％

運用管理費用
（投信会社）
0. 83％

運用管理費用
（販売会社）
0. 83％

運用管理費用
（受託会社）
0. 06％

その他費用
0. 01％

3
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■売買および取引の状況
株　　　　式

（2022年 1 月18日から2022年 7 月15日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株� 千円� 千株� 千円

920. 7� 2, 230, 322� 855. 2� 2, 346, 080�
（� ―）�（� ―）�

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）�（　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2022年 1 月18日から2022年 7 月15日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 4, 576, 403千円�
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 2, 717, 443千円�
（ｃ）売買高比率�（ａ）／（ｂ） 1. 68�
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2022年 1 月18日から2022年 7 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
ダイキン工業�� 5� 106, 717� 21, 343� 丸井グループ�� 54. 3� 122, 257� 2, 251�
豊田自動織機�� 13� 106, 093� 8, 161� 旭化成�� 108� 116, 959� 1, 082�
三井住友トラストHD�� 26� 104, 558� 4, 021� トヨタ自動車�� 53� 111, 468� 2, 103�
三井不動産�� 37� 98, 024� 2, 649� ソニーグループ�� 7. 8� 97, 816� 12, 540�
富士電機�� 17� 96, 544� 5, 679� イビデン�� 18. 1� 97, 784� 5, 402�
野村総合研究所�� 25� 96, 534� 3, 861� トレンドマイクロ�� 12� 85, 605� 7, 133�
りそなホールディングス�� 164� 90, 042� 549� 富士フイルムHLDGS�� 11� 80, 948� 7, 358�
ソニーグループ�� 7� 83, 539� 11, 934� オリックス�� 35� 80, 701� 2, 305�
デクセリアルズ�� 22� 75, 956� 3, 452� 大阪瓦斯�� 32� 77, 271� 2, 414�
味の素�� 23� 75, 409� 3, 278� ファナック�� 3. 4� 76, 870� 22, 608�
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

（2）当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2022年 1 月18日から2022年 7 月15日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 5, 854千円�
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 3, 344千円�
（Ｂ）／（Ａ） 57. 1％�

※�利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■利害関係人との取引状況等
（1）当作成期中の利害関係人との取引状況

（2022年 1 月18日から2022年 7 月15日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 2, 230� 1, 194� 53. 6� 2, 346� 1, 143� 48. 8�
コール・ローン 13, 413� ―� ―� ―� ―� ―�
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■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

食料品（2. 9％）
味の素 ―� 22� 75, 306�

繊維製品（3. 8％）
東レ ―� 94. 9� 68, 394�
ゴ－ルドウイン 6. 6� 4� 31, 720�

化学（13. 0％）
旭化成 108� ―� ―�
信越化学 7� 6� 96, 120�
ＪＳＲ ―� 14� 46, 970�
富士フイルムHLDGS 16. 7� 9� 65, 664�
デクセリアルズ 8� 22� 78, 540�
エフピコ ―� 9� 27, 405�
ユニ・チヤ－ム ―� 5� 24, 420�

医薬品（4. 3％）
第一三共 35. 7� 31� 112, 034�

ガラス・土石製品（1. 5％）
ＡＧＣ 13. 8� ―� ―�
ＭＡＲＵＷＡ ―� 2. 6� 38, 870�
フジミインコーポレーテッド 6� ―� ―�

鉄鋼（―）
日本製鉄 29. 4� ―� ―�

非鉄金属（―）
三井金属 18. 6� ―� ―�

金属製品（―）
ＳＵＭＣＯ 36. 2� ―� ―�

機械（6. 1％）
ＳＭＣ 0. 8� 0. 8� 48, 240�
ダイキン工業 ―� 5� 109, 800�

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

栗田工業 10. 6� ―� ―�
電気機器（12. 9％）
イビデン 18. 1� ―� ―�
日立 23. 7� 11� 70, 169�
富士電機 ―� 9� 48, 780�
ＩＤＥＣ 17� ―� ―�
富士通 ―� 3� 53, 640�
ルネサスエレクトロニクス 42� ―� ―�
ソニーグループ 7. 8� 7� 78, 435�
ファナック 3. 4� ―� ―�
村田製作所 7. 1� 8� 59, 952�
東京エレクトロン ―� 0. 6� 25, 824�

輸送用機器（10. 4％）
トヨタ紡織 25� ―� ―�
豊田自動織機 ―� 13� 103, 350�
デンソー 14. 1� 15� 111, 015�
トヨタ自動車 25� ―� ―�
豊田合成 ―� 26� 55, 640�

精密機器（1. 0％）
テルモ 5. 5� ―� ―�
マニー ―� 17� 26, 367�

情報・通信業（16. 2％）
野村総合研究所 ―� 25� 97, 250�
伊藤忠テクノソリュー 18� ―� ―�
日本電信電話 16� 35� 137, 025�
ＮＴＴデータ 42. 2� 33� 61, 578�
スクウェア・エニックス・HD 22. 6� 20� 124, 800�

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

卸売業（2. 8％）
伊藤忠 27� 19� 72, 523�

小売業（2. 4％）
アスクル ―� 38� 61, 598�
丸井グループ 54. 3� ―� ―�

銀行業（5. 3％）
りそなホールディングス ―� 103� 50, 809�
三井住友トラストHD ―� 21� 86, 373�

保険業（4. 6％）
第一生命HLDGS 25� ―� ―�
東京海上ＨＤ 25. 5� 15. 5� 120, 698�

その他金融業（2. 1％）
オリックス 48. 7� 25� 55, 550�

不動産業（8. 0％）
オープンハウスグループ 8. 5� 5� 26, 800�
東急不動産ＨＤ ―� 112� 77, 280�
三井不動産 ―� 37� 104, 432�

サービス業（2. 7％）
電通グループ ―� 6� 25, 050�
リクルートホールディングス ―� 10� 44, 140�

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 773. 9� 839. 4� 2, 602, 563�

銘柄数＜比率＞ 34銘柄� 38銘柄�＜95. 8％＞�
（注 1）�銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する

各業種の比率。
（注 2）�合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価

額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年 7 月15日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 2, 602, 563� 91. 8�
コール・ローン等、その他 233, 354� 8. 2�
投資信託財産総額 2, 835, 917� 100. 0�
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 7 月15日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 2, 835, 917, 724円

コール・ローン等 143, 453, 681��
株式（評価額） 2, 602, 563, 330��
未収入金 88, 998, 713��
未収配当金 902, 000��

（Ｂ）負債 120, 039, 604  
未払金 84, 290, 427��
未払収益分配金 8, 360, 187��
未払解約金 3, 831, 273��
未払信託報酬 23, 482, 071��
その他未払費用 75, 646��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 715, 878, 120  
元本 2, 786, 729, 292��
次期繰越損益金 △� �70, 851, 172��

（Ｄ）受益権総口数 2, 786, 729, 292口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 746円

＊�期首における元本額は2, 966, 511, 292円、当作成期間中における追加設定元本額
は13, 233, 870円、同解約元本額は193, 015, 870円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 746円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は70, 851, 172円です。

■損益の状況
当期��自�2022年 1 月18日��至�2022年 7 月15日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 34, 073, 290円

受取配当金 32, 315, 043��
受取利息 520��
その他収益金 1, 774, 233��
支払利息 △� �16, 506��

（Ｂ）有価証券売買損益 △  171, 603, 330  
売買益 166, 154, 239��
売買損 △� �337, 757, 569��

（Ｃ）信託報酬等 △  23, 557, 717  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  161, 087, 757  
（Ｅ）前期繰越損益金 132, 323, 797  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  33, 727, 025  

（配当等相当額） （� 2, 740, 842）
（売買損益相当額） （△� �36, 467, 867）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  62, 490, 985  
（Ｈ）収益分配金 △  8, 360, 187  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  70, 851, 172  
追加信託差損益金 △� �33, 727, 025��
（配当等相当額） （� 2, 740, 842）
（売買損益相当額） （△� �36, 467, 867）
分配準備積立金 134, 479, 183��
繰越損益金 △� �171, 603, 330��

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 10, 515, 573円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 �0　
（ｃ）収益調整金� 2, 740, 842　
（ｄ）分配準備積立金 132, 323, 797　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 145, 580, 212　
（ｆ）分配金 8, 360, 187　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 137, 220, 025　
（ｈ）受益権総口数 2, 786, 729, 292口
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金（税 込 み） 30円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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